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・ 自然の事物・現象を、質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な視点で捉え、比較した
り、関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考えること。

思考・判断・表現

刺激と反応について，見通しを
もって解決する方法を立案して観
察・実験などを行い，その結果を
分析して解釈し，動物の体のつく
りとはたらきについての規則性や
関係性を見いだして表現している
など，科学的に探求している。

錯覚にかかわる事象・刺激に対するヒトの反応時間・筋肉のモデルとしての手羽先の解剖　等

主体的に学習に取り組む態度

刺激と反応に関する事物・現象
に進んでかかわり、見通しを
もったり振り返ったりするな
ど，科学的に探究しようとして
いる。

教科における「見方・考え方」

知識・技能

刺激と反応に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探求しようとする態度と，生命を尊重し，
自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的にみることができるようにする。（主体
的に学習に取り組む態度）

各器官の働きを中心に扱うこと。
内容の取扱い

(3)

教材

単元の評価規準

動物のからだのつくりとはたら
きとの関係に着目しながら，刺
激と反応についての基本的な概
念や原理・法則などを理解して
いるとともに，科学的に探求す
るために必要な観察、実験など
に関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身につけてい
る。
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単元名

単元の目標

生　徒

単元２ 生物のからだのつくりとはたらき
　第４章 刺激と反応　第２節「神経のはたらき」

動物のからだのつくりとはたらきとの関係に着目しながら，刺激と反応のついて理解するとともに，そ
れらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能）

刺激と反応について，見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験を行い，その結果を分析して
解釈し，動物のからだのつくりとはたらきの規則性や関係性を見いだして表現する。（思考・判断・表
現）



７

５ 【実験５】刺激に対するヒトの反応
・実験５を行い，意識して起こる反応に
かかる時間を調べ，その刺激から反応ま
での流れを理解する。
・回数を重ねる毎に反応にかかる時間が
短くなる理由を考察する。

・刺激に対するヒトの反応の実験を
適切に行わせる。
・反応の向上の理由を様々な話し合
いや調査から考えさせる。

スプレッド
シート

ホワイト
ボード

２ ・ヒトの神経系のつくりを理解する。
（中枢神経，末梢神経）

・反射の実験の結果を意識させなが
ら，「反射」の伝達経路を考えさせ
る。

ホワイト
ボード

４ ・「反射」にかかわる簡単な実験を行
い，無意識での反応の経路を考察する。

・中枢神経と末梢神経のつくりとは
たらきを理解させる。

３ ・骨と筋肉の様子を理解し、そこから自
分の腕の動きについて説明する。
・手羽先の解剖から，自分の腕の動きと
骨や筋肉との関係を理解する。

・反応をつかさどる運動器官である
筋肉の動きを理解させる。

時
間

○　主な学習活動
　主体的・対話的で深い学びの実現に
　向け、特に重点にする活動

１ ・目の錯覚など関する簡単な実験を行
い，外界から刺激を受け取る感覚器官に
ついて意識する。
・ヒトの五感にかかわる感覚器官につい
て理解する。

単元の指導計画 （全５時間）

子どもの姿
ピクトグラム

ＩＣＴ
思考ツール

指導上の留意点（・）
評価（◇）

・刺激にはどのようなものがあり，
体のどこで受け取っているのかとら
えさせる。
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○通常の反応についてまとめる。

○実験１「意識して反応するまで
　の時間を計る」を行う。

○スプレッドシートに集約される
　結果を共有し，前回の結果と比
　較する。
　

○個人で自分の考えをまとめる。
　（Ｇスライドに入力，共有）

○班で意見をまとめる。
　（ホワイトボードに記入）
○発表・交流する。
　※考えられる意見
　　・やることを理解して判断が速くなる。
　　・神経の伝達速度が上がった。
　　・慣れてきた。　等

○各班の意見を抽出、まとめる。
　・神経の伝達の時間はほぼ変わらない。
 　・回数を重ねることで，脳の判断する
　　時間が短縮されていき，無意識の反応
　　に近づいていく。
　・運動神経という言葉の扱い

展
開

◇反射と通常の反応の違いを意識させ
る。

◇実験の方法を説明する。
◇前回のタイムを確認し、意識を高め
る。

◇結果に目を向けさせ，実験結果
　の時間が短縮してきているのを
　確認する。

◇まとめで出てきた用語を使うこと
　を指示する
　分からなければ教科書やタブレッ
　ト検索などで調べても良い。

◇各班の意見文にマークを入れる。
　・脳にかかわる事～赤
　・神経にかかわる事～緑

◇反応速度の向上は，主に脳での判
断の時間の短縮であることをしらせ

る。

■刺激から反応の
　流れを適切に理
　解している。
□記述分析

■考えをまとめる
　のに必要な事柄
　を積極的に調べ
　ている。
□行動分析

■自分の考えを既
　習の事柄を使い
　ながら適切にま
　とめている。
□記述分析

終
末

○今回学んだことを，日常の部活動な
　どにどう活かすか，感想文を書く。
○入力したワークシートを投影して
　共有する。

◇自分が一番興味深い日常の活動
に活かすよう話をする。

■学んだことを自
　分の生活の事柄
　と結びつけて考
　えている。
□発言記述分析

導
入

○ヒトの感覚器官，運動器官，それ
　らを結ぶ神経系,反射について確認す
　る。

◇「反射」に関する刺激の伝わり方
を確認する。

◇結果に目を向けさせ，その間に
　起きることを黒板にまとめる。

実験を適切に行い，その結果から刺激と反応までの流れを理解する。（知識技能）
既習事項や実験の結果等を活かして反応速度の向上の理由を考えることができる。（思考判断表現）
習ったことを，自分の生活に照らし合わせ，活かそうとすることができる。（主体的な学習態度）

本時の目標

本時の展開

過
程

○　主な学習活動と関連するピクトグラム ◇教師の主な働きかけ
■評価規準
□評価方法

感じてから反応するまでの時間に何が起こっているだろうか

なぜ反応する時間が短くなったのだろうか

自分の部活動などでの練習で，これからどう意識を変えることができますか。


